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の
人
や
専
門
機
関
な
ど
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

さ 

サ
イ
ン
に
気
づ
い
て

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
様
々
な

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
口
数
が
減
っ
て
、
元
気
が
な
い

⃝
孤
立
し
て
い
る

⃝ 「
消
え
て
し
ま
い
た
い
」「
死
ん
だ

ら
楽
に
な
る
」
な
ど
と
口
に
す
る

⃝
大
量
の
お
酒
を
飲
む
よ
う
に
な
る

⃝ 

身
な
り
や
健
康
に
気
を
遣
わ
な
く

な
る

 

つ 

つ
ら
い
気
持
ち
に
よ
り
添
う

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
責
め

た
り
、
否
定
し
た
り
せ
ず
、
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

 

よ 

よ
く
相
談
し
、
専
門
機
関
へ
つ

　
な
げ
よ
う

　

早
め
に
相
談
窓
口
や
医
療
機
関
な

国
ワ
ー
ス
ト
５
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
様
々

な
要
因
で
、
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ

て
選
ん
で
し
ま
う
死
で
す
。
病
気
や

障
害
な
ど
の
「
健
康
問
題
」
や
、
失

業
・
多
重
債
務
な
ど
の
「
経
済
・
生

活
問
題
」、
介
護
疲
れ
な
ど
の
「
家

庭
問
題
」
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
殺
は
亡
く

な
る
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
残

さ
れ
た
人
が
P
T
S
D
や
う
つ
症
状

に
な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。

■�

こ
こ
ろ
の
病
気
へ
の
理
解
を
深
め

よ
う

 

じ 

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
、
こ

　
こ
ろ
の
病
気

　

私
達
は
仕
事
や
家
庭
、
健
康
上
の

悩
み
や
経
済
的
問
題
な
ど
、
誰
も
が

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
が
見
つ

か
ら
な
い
と
き
に
、「
う
つ
病
」
な

ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
や
体
に
不

調
が
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
早
く
周
囲

　

３
月
は
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
か

ら
、
ス
ト
レ
ス
を
蓄
積
し
や
す
く
、

自
殺
者
も
増
え
る
傾
向
が
あ
り
、
国

で
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定
め
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
が
自
殺
へ
の
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
身
近
な
問
題
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
青
森
県
の
自
殺
の
実
態

　

厚
労
省
の
報
告
で
は
、
平
成
㆓8
年

に
自
殺
者
は
２
万
１
，０
１
７
人
。

全
国
で
は
平
成
㆓㆓
年
以
降
７
年
連
続

で
減
少
し
、
平
成
㆓㆕
年
に
は
1⓹
年
ぶ

り
に
３
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
一

方
で
青
森
県
は
、
大
幅
に
減
少
は
し

て
い
る
も
の
の
、
前
年
の
２
６
７
人

を
４
人
上
回
り
、
自
殺
死
亡
率
は
全

ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
に
促

し
ま
し
ょ
う
。

 

ぼ 

放
置
し
な
い
で
!
う
つ
病
は
早

　
期
発
見
で
回
復
で
き
ま
す

　

う
つ
病
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。「
焦
ら
ず
、

じ
っ
く
り
と
治
す
」
と
い
う
気
持
ち

で
臨
む
こ
と
が
回
復
へ
の
近
道
で
す
。

 

う 

う
つ
病
を
防
ぐ
に
は
、
上
手
に

　
ス
ト
レ
ス
発
散
を

　

う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
病
気
を

防
ぐ
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、

上
手
に
発
散
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

か
ら
だ
の
健
康
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
こ
ろ
の
不
調
、
そ
し
て
自
殺
は
、

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
、
こ
こ
ろ
の
声
に
も
耳
を

傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
は
油
断
し
て
い
る
と
き
に
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
、
あ
な
た
の
家
の
備
蓄
は
大
丈
夫

で
す
か
？
各
家
庭
で
の
「
災
害
時
の

食
の
備
え
」
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

◇
３
日
分
の
食
の
備
え
を
し
よ
う

　

支
援
体
制
が
整
う
ま
で
約
３
日
か

か
り
ま
す
。
そ
の
間
を
乗
り
切
る
た

め
に
防
災
袋
で
食
品
を
備
え
よ
う
。

◇
備
蓄
品
の
保
管
上
の
注
意
点

・ 

賞
味
期
限
が
過
ぎ
な
い
よ
う
気
を

つ
け
る
。
毎
年
、
日
に
ち
を
決
め

て
新
し
い
も
の
に
入
れ
替
え
る
。

・ 

備
蓄
食
品
は
冷
暗
所
で
保
管
す
る
。

食
品
は
日
当
た
り
の
良
い
所
や
湿

度
の
高
い
所
は
傷
み
が
早
い
の
で
、

冷
暗
所
に
保
管
す
る
。

・ 

容
器
は
丈
夫
な
も
の
を
選
ぶ
。
袋

入
り
の
も
の
は
害
虫
か
ら
守
る
た

め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
容
器
な
ど

に
入
れ
て
保
管
す
る
。

◇
衛
生
面
に
気
を
つ
け
よ
う

・ 

食
事
の
準
備
や
食
事
を
す
る
前
は
、

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
手

を
拭
く
。

・ 

お
に
ぎ
り
な
ど
は
素
手
で
扱
わ
ず

に
ラ
ッ
プ
な
ど
を
利
用
す
る
。

・ 

缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
パ
ッ
ク
は
、
開

け
た
ら
早
め
に
使
い
切
る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
家
族
で

話
し
合
い
、
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

健康問題
43%

経済・生
活問題
19%

家庭問題
17%

勤務問題
10%

男女問題
4%

学校問題
2% その他

5%

＊�

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
不
眠
の
ス

パ
イ
ラ
ル

　

落
ち
込
ん
だ
気
分
を
和
ら
げ
よ
う

と
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
力
を
借
り
て
い

る
う
ち
に
量
が
増
え
る
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
過
度
の
飲

酒
は
不
眠
や
う
つ
病
を
か
え
っ
て
悪

化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
悩
み
を
抱
え

て
い
る
人
が
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
量
に

摂
取
す
る
と
、
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
力
を
失
い
、
衝
動
的
な
行
動

を
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

眠れない、つらい…
・役場 町民課 保健指導係 ℡57-3920
・　　 小泊支所 保健指導係 ℡64-3748
・五所川原保健所 ℡0173-34-2108
・県立精神保健福祉センター

℡017-787-
3957
3958こころの電話

・NPO法人いのちの電話 ℡0172-33-7830
子どもに関すること

・五所川原児童相談所 ℡0120-75-6552
多重債務など

・青森県司法書会総合相談センター ℡0120-940-230
DVや離婚、セクハラなど

・青森県女性相談所 ℡017-781-2000

心の健康相談窓口

支
え
て
守
ろ
う

こ
こ
ろ
と
い
の
ち

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

災
害
時
の︻
食
︼の
備
え
は



町からのお知らせ　　HOT INFORMATION

21 平成30年３月号

N
AK

AD
O

M
AR

I 
PU

BL
IC

 R
EL

AT
IO

N
S　

M
AR

 2
01

8.

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金 10：00～ 高齢者教室開講式（中央公民館）

14 土

15 日

4　月
16 金

17 土

18 日

19 月

20 火

21 水

22 木 乳児健診（中里保健センター）

23 金

24 土

25 日 10：00～14：00
北海道新幹線開業２周年記念
　　突撃！隣のなべ自慢

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

3　月

鈴　

木　

勝　

己 

⓼7 

（
芦　

野
）

髙　

松　

テ　

ル 

⓼⓼ 

（
田
茂
木
）

佐　

野　

久　

榮 

⓺⓽ 

（
田
茂
木
）

山　

内　

良　

治 

⓼2 

（
芦　

野
）

齋　

藤　

キ　

ヌ 

⓽₀ 

（
尾　

別
）

小　

野　

昌　

志 

⓺叅 

（
上
高
根
）

米　

塚　

ツ　

ル 

⓼叅 

（
福　

浦
）

鈴　

木　

和　

子 

⓼₀ 

（
薄
市
上
）

鈴　

木　

リ　

ヱ 

⓼⓽ 

（
入　

舟
）

山　

田　

喜　

義 

⓼⓹ 

（
下
前
上
）

岩　

川　

た　

け 

⓼7 

（
新
町
２
）

佐　

藤　

勝　

治 

⓼2 

（
下
前
中
）

成　

田　

よ
し
ゑ 

⓼⓽ 

（
下
前
浜
）

荒　

木　

セ　

ツ 

⓼1 

（
入　

舟
）

中　

村　

幸　

雄 

7⓼ 

（
小
泊
派
立
）

秋
元　

都み
や
び灯 

（
女
・
正
和
） 

薄
市
下

伊
南
飛ひ

良ら

樹き 

（
男
・
巨
樹
） 

入　

舟

　

赤　

石　

佳　

隆 

（
薄
市
上
）

　

成　

田　
　
　

空 

（
秋
田
県
）

　

青　

木　

義　

紘 

（
東
京
都
）

　

成　

田　

恵
莉
香 

（
薄
市
下
）

　

秋　

田　

守　

平 

（
今
泉
上
）

　

本　

間　

絵
里
奈 

（
新
潟
県
）

　

井　

沼　

雷　

蔵 

（
小
泊
派
立
）

　

林　
　
　

小
百
合 

（
宮
崎
県
）

　

舛　

谷　

正　

悟 

（
八
戸
市
）

　

吉　

田　

知　

世 

（
浜　

町
）

成　

田　

清
五
郎 

⓼⓽ 

（
今
泉
下
）

今　
　
　

ヤ　

ス 

⓽叅 

（
富　

野
）

武　

田　

欣　

也 

⓺⓹ 

（
派
立
上
）

︵
１
月
届
出
分
︶

１月末現在（前月比）

人　口 11,382人（－㆓㆕）
　男　 5,340人（－11）
　女　 6,042人（－1叅）
世帯数 5,125（±０）
出生　２  ／  死亡　㆓1
転入　９  ／  転出　1㆕

人のうごき

（（（（（

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

戸
籍
の
窓
口
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